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全身性障害者の介護保障は足文字からはじまった。
新田勲が足文字を書き、介護者がそれを読みとり、社会がそれを受けとめる。
介護保障の歴史とは、この循環運動がおりなしてきたダイナミックな過程である。
現在の福祉施策を問いなおし、いのちを最優先とする福祉を求めて――。
いま、足文字は叫ぶ！

★あらばき恊働印刷発行　400ページ　2000円（税込）　初版限定500部

お問合せ／全国公的介護保障要求者組合　TEL:042-577-4614　MAIL:k5773281@age.cc
「新田勲によるイマジン！福祉社会」
想像してごらん　自立支援法なんて存在しないと

想像しようとすればかんたんさ
自己負担も障害程度区分もないんだ

いつだって好きなときに介護を受けられる

想像してごらん　すべての全身性重度障害者が

24時間の他人介護を受けて生きていられると

想像してごらん　資格なんて存在しないと

そう思うのはむずかしいことじゃない

介護福祉士も　ヘルパー2級もない

有識者なんてのも存在しない

想像してごらん　すべての福祉制度が

当事者の意向のもとにつくられていると

想像してごらん　格差なんて存在しないと

君にもそういう考えができるかしら

ニートになったりホームレスになることもない

人間同士なのだから

想像してごらん　すべての人びとが

かんたんに生活保護を受けられるって

ぼくのことをたんなる夢想家だと思うかもしれない

でも、ぼくひとりだけじゃないんだ

いつの日か君もともに生きる仲間に加わってくれよ

そうすれば　福祉はひとつになるだろう

★本文抜粋
振り返ると、私は活動も呪殺めいていて陰湿ですが、新田さんは明快に殺すタイプですね。とにかく、新田さんには戦闘民族でいて欲しいと願います。

橋本操（日本ALS協会会長）　

この国の運動が、しぶとくというか、最重度と言われる人であっても、死ぬまで介護を受けられるような仕掛けを作らせてきたということの意味は大きくて。

立岩真也（立命館大学先端総合学術研究科教授）
昔は明日の介助を前の日の夜探すんだよ。それがずっと続いたのよ。「それが自立生活なの？」って気がして、だから介助保障が大事だって。それで新田さんたちと共鳴した。今でもそうだよ。
横山晃久（HANDS世田谷事務局長）
全体に漂う社会に対する「恨み」、そして「相手を思う気持ち」これらの思いが「ちから」となって、ある場面では身が縮み、ある場面では優しさに包まれるような感覚が読む私たちに迫ってきます。

益留俊樹（自立生活企画代表）
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